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私
の
朝
は
登
校
す
る
小
学
生
の
見
送
り
か
ら

始
ま
る
。
孫
二
人
と
そ
の
友
人
た
ち
。「
気
を

つ
け
て
ね
」
と
手
を
握
れ
ば
心
が
若
く
な
る
。

兄
妹
の
カ
ッ
プ
ル
も
元
気
よ
く
通
学
し
て
い
く
。

小
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
る
日
も

楽
し
み
で
あ
る
。

「
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
登
録
し
グ
ラ

ン
ド
で
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
３
人
で
休

み
時
間（
20
分
間
）に
外
で
飛
び
回
る
児
童
に
眼

を
配
る
。
私
は
月
に
４
回
位
参
加
し
て
い
る
。

音
楽
会
の
前
に
手
紙
を
頂
い
た
。「
見
守
り

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
気
合
を
入
れ
て

演
奏
し
ま
す
。
お
越
し
く
だ
さ
い
」

次
は
、「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
概
ね
月
に
１
回
始
業
前
に
教
室
を
訪
問�

す
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
日
付
と
ク
ラ
ス
の

連
絡
を
も
ら
っ
た
ら
、
広
丘
図
書
館
で
学
年
に

見
合
う
絵
本
を
選
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
教
室

で
の
持
ち
時
間
は
十
五
分
。

読
み
聞
か
せ
を
全
ク
ラ
ス
で
行
う
に
は
大
勢

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
望
ま
れ
る
。
学
校
で
は�

子
ど
も
達
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
方
を
募
っ
て

い
る
。

元
旦
に
能
登
地
方
を
震
度
７
の
地
震
が
襲
い

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
ま
す
。�

Ｆ
・
Ｍ

楽
し
み
の
朝
に

４年ぶりのステージ発表
広丘地区文化祭音楽祭に出演されたベリーダンス

（Belly Dance Studio 1002）の皆さんhttps://www.facebook.com/hirookakouminkan

広丘公民館の最新情報は
Facebook ページをご覧ください。
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　４年ぶりとなる音楽祭（ステージ発表）は、文化祭と合同開催という形で、えんてらすを会場に小中学校合唱部、
文化サークルのステージが繰り広げられました。広丘小学校放送クラブの皆さんによる司会進行も好評でした。
　展示発表も昨年より多くの作品が集まり、えんてらす２階いっぱいになりました。

その他、分館コーナーや個人
作品もたくさん展示されました。
紹介できない文化祭音楽祭の
写真はこちら

掲載期限
令和６年６月30日まで

令和５年度 広丘地区 文化祭音楽祭11月12日（日）開催

サルビア会

広丘短歌会

広丘小学校

広陵中学校

桔梗小学校

広丘で発掘された護摩炉

丘中学校

カリヨン俳句会

キャンディポップ

野の花会

広丘児童館

作品展示
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ステージ発表

広丘小学校合唱部ベリーダンス

広陵中学校合唱部

広丘太極拳自主サークル

塩原玉基さん

塩尻フォークダンス同好会「ピポット」

野村童謡唱歌を歌う会

ひだまりハーモニーまつかぜコーラス

最後に全員でふるさとを合唱広丘小学校放送クラブ
の皆さんが司会進行に
挑戦しました
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広丘公民館フォトニュースをお届けします。
９月以降開催した学級・講座の様子を写真で紹介します。

広丘公民館
フォトニュース

（下半期）

えんてらすのクリスマス会

ま
ち
か
ど
星
空
観
察
会

学
校
日
誌
を
読
む
会

第２回 広丘学びのカフェ

レコード交流会

第３回 広丘学びのカフェ

ひろおか奨善塾（共催）

北信文学散歩

古文書講座
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令和５年度広丘地区体育協会活動実績
広丘・吉田・高出地区ナイターソフトボールリーグ戦
広丘地区ソフトバレーボール大会
広丘地区ゲートボール大会（春季、秋季）
広丘・高出・中学生ソフトテニス大会（春季、秋季）
広丘・高出地区支部対抗野球大会（40歳、混合）
広丘・高出ミニバレー交流会
広丘・吉田・高出地区少年野球大会
ダンススポーツ交流会
広丘地区剣道合同稽古会
塩尻市民スポーツ大会への参加
広丘地区剣道錬成会
広丘地区グラウンドゴルフ大会
広丘地区支部対抗卓球大会
広丘地区ニュースポーツ交流会
広丘・吉田・高出地区少年少女柔道大会
ソフトテニス教室（初級、中級、親子）
ふれあいスポーツ教室

広丘地区体育協会会長　小野　宏
　おかげさまで下期も概ね事業計画通りの活動を展開することができました。多くのイベントが３年ぶりの
開催となり、会場のあちらこちらで「お久しぶり」、「お元気そうで」と笑顔がはじけていました。参加者の
皆さん、企画・運営関係者の皆さんのご協力とご尽力に御礼申し上げます。４月の総会に向け、来年度の事
業計画と予算の策定に取り組んで参ります。
　中学校部活動の地域移行に関しましては、市の地域移行協議会が９月に立ち上がり、令和６年３月には地
域移行計画と部活動ガイドラインが策定されるとのこと。引き続き注視して参ります。

体協だより スポーツを通じ、明るく笑顔で、健康づくりと仲間づくり
広丘地区体育協会キャッチフレーズ

広丘・吉田・高出地区少年少女柔道大会（12月23日）

広 丘　 　―陸上100メートルハードル全国で活躍！―

【あなたにとってハードル競技の魅力は何ですか？】
一台一台のハードリングの精度を高めることで、記録を縮めら
れるところです。

【スポーツ以外で興味があることは？趣味は？】
レゴブロックで家や車を作ることです。あと整理整頓。

【好きな食べ物は何ですか】
グラタン、ぶどう

【来年に向けての抱負を一言】
高校生になるので、何事もチャレンジすることを大切にしたい。
ケガなく練習を積み重ねていきたいです。

　全国という大舞台を経験し、心身共にたくましくなりました。
日々、ご指導いただいた先生方、陸上教室のコーチ、一緒に練
習に励んだ仲間、多くの応援のおかげで目標を叶えることがで
きました。これからも、全ての出会いと経験を糧に素敵な人に
なってください。

陸上100メートルハードル競技で好成績を収め
ている阪真琴さんを紹介します。
令和５年度は３つの全国大会に出場されました。
・第50回全日本中学校陸上選手権大会
� （８月25日、愛媛県）
・かごしま国体（10月16日、鹿児島県）
・日本陸上競技連盟第56回Ｕ16陸上競技大会
� （10月22日、愛媛県）

阪
さか

　真
ま

琴
こと

さん（堅石）

● 阪さんにインタビューしました

● 保護者から真琴さんに一言
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委員自身の学びの場　健康セミナー

ヘルスアップ講座「大人のラジオ体操を体験しよう！」
か ら だ 講 座「高血圧はなぜ悪い？～高血圧と臓器障害について～」
こ こ ろ 講 座「自分自身を大切にしよう ～セルフケアの方法について～」
うんどう講座「楽しくからだを動かそう」
お く ち 講 座「健康はお口から～歯や口腔の健康づくりを学ぼう～」
た べ る 講 座「高血圧はなぜいけないの？ ～おいしく塩を減らすコツ～」

地域で健康を広めるための活動

●座ってできるラジオ体操講座　７月27日
●野村区ふるさと夏祭り「健康コーナー」７月29日
●お口の講演会「よく噛むことの効用 ～健康のすすめ～」10月21日
●堅石区元気健康ウォーク大会　10月28日
●広丘地区文化祭　「高血圧予防 健康コーナー」11月12日
●尿中塩分測定会　12月25日・27日

委員の感想
減塩になる食べ方で、実際の調味料の選び方が参考になった
学んだことを地区の人にお伝えするために、資料をもう一度確認したりしてより自分の理解も深まった。
自分の健康を振り返るきっかけになっている。

広丘地区　ヘルスアップ委員会

ふ・り・か・え・りふ・り・か・え・り2023年度の
ヘルスアップ委員会（保健補導員等）は県内68市町村で設置されており、塩尻市ヘルスアップ委員会
もその一つです。塩尻市では各区から委員が選出され、健康セミナーを通じて健康に関する知識を習得
し、地域で文化祭、教室などをとおして健康づくりの推進をしています。
今年度は、委員16名で活動しています。

♪広丘地区に健康の種まきを継続します♪
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の
講
師
の
応
援
も
得
て
無
事
し
め
縄
講

習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
手
作
り
の
し

め
縄
づ
く
り
で
正
月
を
迎
え
、
新
年
８

日
は
三
九
郎
で
し
た
。
堅
石
グ
ラ
ン
ド

で
焚
き
上
げ
、
年
神
様
を
お
送
り
し
、

焚
き
火
で
焼
い
た
繭
玉
や
餅
を
食
べ
、

１
年
間
健
康
で
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う

ご
利
益
を
祈
り
ま
し
た
。

�

今
井　

篤
男（
堅
石
）

堅
石
分
館
で
行
わ
れ
た
し
め
縄
講
習

会
の
案
内
チ
ラ
シ
の
一
節
か
ら
…
。

～
わ
ら
は
公
民
館
が
用
意
し
ま
す
～

わ
ら
の
確
保
に
苦
労
す
る
近
年
、
関

係
者
の
皆
様
、
大
変
で
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
私
で
よ
い
の
か
と
思
い
ま

し
た
が
、
し
め
縄
講
習
会
の
講
師
を
引

き
受
け
ま
し
た
。

「
し
め
縄
」
は
神
が
宿
る
聖
域
で
、

そ
の
内
側
が
清
浄
な
区
域
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
し
め
縄
」

を
小
さ
く
簡
素
化
し
た
も
の
が
「
し
め

飾
り
」
で
す
。
門
戸
に
張
っ
て
厄
神
が

内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
願
い
と
、

神
聖
で
年
神
様
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
め
縄
講
習
会
で
は
、
今
年
の
干
支

に
ち
な
ん
で
「
辰
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

み
ま
し
た
。
神
様
に
捧
げ
る
縄
は
左
ひ

ね
り
、
他
は
決
ま
り
が
な
い
よ
う
で
す
。

一
般
的
に
作
る
、
ゴ
ボ
ウ
、
オ
ヤ
ス
、

シ
ャ
モ
ジ
の
３
種
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

ゴ
ボ
ウ
は
本
体
、
オ
ヤ
ス
は
眼
、
シ
ャ

モ
ジ
は
頭
、
辰
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
参
考
品
を
試
作
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
例
年
の
参
加
者
に
加

え
、
初
め
て
し
め
縄
飾
り
を
体
験
す
る

親
子
も
い
ま
し
た
。
苦
戦
す
る
も
出
来

上
が
り
に
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
よ

く
で
き
た
ね
」
と
声
を
か
け
る
と
ま
た

笑
顔
。
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
他

し
め
縄
講
習
に
参
加
し
て

原新田　１月８日午前11時点火

堅石　１月８日午後３時点火 郷原　１月８日午後１時30分点火

野村　１月13日午前９時30分点火

令和６年１月、広丘４区で行われた三九郎
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令
和
６
年
２
月
25日

　
発
行
　
　
編
集
・
発
行
：
広
丘
公
民
館
　
　
印
刷
：
日
本
ハ
イ
コ
ム
㈱

住
所
：
〒
399-0702　

長
野
県
塩
尻
市
広
丘
野
村
2069-1　

電
話
：
0263-52-0157　FAX：

0263-53-3769
E
-m
ail　

hirooka@
city.shiojiri.lg.jp

百
年
前
の
関
東
大
震
災
㈡

　

令
和
６
年
の
幕
開
け
は
元
旦
に
起
き
た「
能

登
半
島
地
震
」か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

四
日
の
新
聞
に
は
、「
全
国
か
ら
能
登
半
島

に
盗
賊
団
大
集
結
中
」
と
の
偽
情
報
が
ネ
ッ
ト

上
に
急
増
し
て
い
る
と
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
の
時
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

震
災
の
起
き
た
翌
日
、信
濃
毎
日
新
聞
は
、

「
東
京
の
消
息
全
く
絶
ゆ
」「
上
田
市
民
の
野
外

避
難
」「
長
野
市
市
民
善
光
寺
境
内
に
安
全
地
帯

を
求
む
」と
い
う
見
出
し
と
３
枚
の
写
真
を
掲

載
し
ま
し
た
。
東
京
や
信
州
各
地
の
揺
れ
と
被

害
状
況
と
と
も
に
、「
流

り
ゅ
う

言げ
ん

蜚ひ

語ご

」（
う
わ
さ
・

デ
マ
）の
あ
っ
た
こ
と
を
載
せ
て
い
ま
す
。

諏
訪
町
民
露
営
の
準
備
に
か
か
る　
明
治
二
十

三
年
の
濃
尾
大
地
震
よ
り
も
激
し
い
感
じ
方
で

町
内
に
も
倒
壊
半
壊
の
家
屋
が
十
数
戸
に
及
び

中
洲
・
湖
南
・
豊
田
地
方
の
被
害
甚
だ
し
く
、

家
屋
の
破
損
や
壁
の
落
ち
た
も
の
は
枚
挙
に
遑い

と
ま

あ
ら
ず
町
内
の
被
害
は
か
な
り
大
き
い
見
込
み

で
、
引
き
続
き
震
動
が
あ
る
の
で
、
町
民
は
何

れ
も
広
場
に
畳
を
運
ん
で
露
営
の
準
備
を
し
て

い
る
（
上
諏
訪
電
話
）

松
代
町
被
害
甚
大
　
倒
壊
家
屋
十
五
戸　
地
震

は
午
前
十
一
時
五
十
八
分
頃
第
一
震
が
あ
り　

孰い
ず
れ
も
お
ど
ろ
い
て
戸
外
に
飛
び
出
し
た
時
第

二
回
の
地
震
が
き
た
の
で
幸
い
に
人
畜
に
被
害

は
な
か
っ
た
。
倒
壊
し
た
家
は
何
れ
も
古
き
建

物
で
あ
る
。
午
後
も
今
の
処
時
々
揺
り
返
す
の

で
、
人
々
は
戸
外
に
筵む

し
ろ

を
敷
い
て
避
難
し
て
今

に
も
大
き
な
来
る
よ
う
に
人
心
恟き

ょ
う

々き
ょ
う

と
し
て
居

る
（
午
後
四
時
五
十
分
松
代
電
話
）

道
路
の
真
ん
中
で
夕ゆ

う

餉げ

の
仕
度
す
る
　
流
言
に

全
市
民
戦
慄
す　
正
午
前
約
二
分
間
の
微
動
が

し
た
頃
微
か
な
地
鳴
り
が
響
い
て
く
る
と
続
い

て
約
一
分
間
に
亘
っ
て
振
幅
の
大
き
な
南
北
の

水
平
動
が
全
市
を
浪
の
上
に
緩ゆ

る

が
し
た
様
に
強

く
揺
り
動
か
し
た　
夫
か
ら
二
十
分
間
ひ
っ
き

り
な
し
に
強
震
が
襲
っ
て
く
る（
略
）（
被
害
程
度

の
）報
が
市
民
の
耳
に
伝
わ
る
毎
に
流
言
蜚
語
が

至
る
所
に
放
た
れ
「
三
時
に
は
大
地
震
が
来
る
」

「
長
野
市
は
二
百
戸
倒
壊
し
た
」「
佐
久
の
望
月

が
全
滅
し
た
」の
と
噂
さ
れ
て
隅
か
ら
隅
ま
で
市

民
の
心
を
脅
か
し
て
行
く　
午
後
五
時
過
ぎ
て

も
微
動
が
時
折
思
い
出
し
た
よ
う
に
襲
っ
て
来

る　
戸
外
や
道
路
の
真
ん
中
で
夕
餉
の
仕
度
を

し
て
居
る
者
炊
き
出
し
を
相
談
し
て
居
る
者
な

ど
人
心
は
未
だ
に
安
定
し
な
い（
上
田
電
話
）

敷
物
を
敷
き
松
本
市
民
各
所
に
避
難
す　
地
震

は
午
後
に
も
時
々
振
れ
て
壁
が
落
ち
た
り　
電
信

電
話
は
各
方
面
共
不
通
で
如
何
と
も
致
し
難
く
、

市
中
の
人
々
は
戦
々
恟
々
で
南
深
志
の
方
が
北
深

志
よ
り
も
強
い
地
震
で
小
学
校
の
庭
に
敷
物
を

敷
い
て
避
難
し
て
居
る
者
も
多
い
（
松
本
電
話
）

木
曾
谷　
木
曾
谷
一
帯
に
正
午
五
分
間
に
亘
り

水
平
動
の
強
震
あ
り　

其
れ
よ
り
続
い
て
十
回

余
り
の
地
震
が
あ
っ
た　

屋
内
に
あ
る
者
は
何

れ
外
に
飛
び
出
し
た　

福
嶋
町
を
貫
流
す
る
木

曽
川
に
か
け
て
あ
る
大
手
橋
の
橋
詰
め
が
決
壊

し
付
近
の
電
柱
は
傾
き
甚
だ
危
険
の
状
態
で
あ

る　

地
面
の
亀
裂
が
生
じ
た
箇
所
は
二
三
か
所

あ
り
之こ

れ
が
た
め
福
島
町
に
女
子
供
等
は
悲
鳴
を

あ
げ
一
時
は
大
混
乱
を
呈
し
、
木
曾
谷
と
し
て
は

聞
い
た
こ
と
も
な
い
大
地
震
で
あ
る（
福
嶋
電
話
）

大
町
地
方　
割
合
に
微
弱　
正
午
頃
強
震
あ
り 

約
四
分
間
に
亘
り
て
連
続
せ
る
水
平
動
を
起
こ

し
時
計
は
全
部
止
ま
り
、
人
々
全
部
屋
外
に
逃

げ
だ
し
た
た
め
に
、
町
内
は
雑
踏
を
呈
し
た
時

は
一
所
に
立
ち
留
ま
っ
て
居
れ
ぬ
程
震
動
し
た
が

別
に
被
害
等
は
な
い
模
様
で
あ
る（
大
町
電
話
）

お
堂
へ
！
お
堂
へ
！
避
難
者
刻
々
多
く
な
る 

仁
王
門
下
や
駒
返
り
橋
の
広
場
へ
筵
を
敷
い
た

老
若
男
女　
午
砲
の
鳴
る
二
分
前
、
長
野
市
の

大
路
小
路
は
地
震
に
驚
い
て
飛
出
し
た
老
幼
男

女
で
大
混
雑
を
呈
し
た
。（
略
）最
初
の
大
震
動

に
続
い
て
怒
涛
の
押
し
寄
せ
る
様
に
数
分
お
き

に
震
動
す
る
の
で
、
家
に
落
着
い
て
居
ら
れ
ず

妻
女
は
嬰
児
を
抱
き
老
婆
は
孫
を
連
れ
て
往
来

の
此
の
所
に
一
団
、
彼
の
所
に
一
隊
何
れ
も
そ

の
顔
に
恐
怖
な
表
情
を
見
せ
て
囁
き
合
っ
て
い

る
。
元
善
町
か
ら
善
光
寺
境
内
に
か
け
て
は
仁

王
門
の
広
場
や
駒
返
橋
の
広
場
へ
蓮
台
を
出
し
、

或
い
は
筵
を
敷
い
て
其
所
へ
幼
い
子
供
に
老
婆

憐
が
交
じ
っ
て
避
難
し
て
い
る（
略
）お
堂
へ
！

お
堂
へ
！
と
や
っ
て
く
る
避
難
者
も
刻
々
と
多

く
な
っ
て
き
て
内
陣
外
の
片
隅
で
弁
当
を
開
い

て
い
る
小
学
生
も
あ
っ
た
。「
お
堂
が
潰
れ
る

な
ん
て
、
そ
れ
こ
そ
娑
婆
中
に
立
っ
て
い
る
家

が
あ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
」と
老
人
同
士
が
語
り

あ
っ
て
い
る

大
地
震
来
　
流
言
蜚
語
に
臼
田
町
民
避
難　

（
略
）臼
田
町
付
近
は
夜
半
及
び
二
日
夜
明
け
頃

に
一
層
大
地
震
が
来
る
べ
し
と
流
言
行
わ
れ
、
貴

重
な
る
物
及
び
祖
先
の
位
牌
等
を
身
に
つ
け
稲

荷
山
公
園
其
他
の
野
外
に
一
家
挙
っ
て
夜
中
避
難

し
て
い
る
者
も
多
く
人
心
恟
々
た
る
有
様
で
あ
る

　
信
濃
毎
日
新
聞
社
は
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
を

総
動
員
し
、
震
災
後
の
首
都
東
京
の
取
材
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。
中
澤
記
者
が
上
野
の
山
に

着
い
の
は
３
日
午
後
一
時
半
、
５
日
の
夕
刊
に

は「
戒
厳
令
の
東
京
へ
踏
み
込
む　

上
野
の
山

か
ら
一
望
の
碩か

わ
ら　
鐵
棒
を
振
っ
て
鮮
人
狩
り
」の

見
出
し
で「
吹
き
捲
く
灰
に
眼
を
こ
す
り
つ
つ
」

み
た「
惨
景
」を
記
事
に
し
て
い
ま
す
。「
鮮
人
」

と
い
う
差
別
語
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
号

で
は
見
出
し
の
ま
ま
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
惨
景
」

の
記
事
は
次
号
で
取
上
げ
ま
す
。 

（
太
田
秀
保
）

ふ
る
さ
と
探
訪

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
共
々
穏
や
か
な

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の「
５
類
へ
の
移
行
」を

き
っ
か
け
に
、
公
民
館
活
動
も
４
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
る
行
事
も
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
多
く
の
方
々
が
社
会
・
経
済
活
動
の

明
る
い
兆
し
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
新
春

の
朝
を
迎
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
迎
え
た
元
日
の
夕
方
、
石
川

県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震

が
発
生
、
お
屠
蘇
気
分
は
一
転
、
メ
デ
ィ

ア
に
映
し
出
さ
れ
た
光
景
に
言
葉
を
失
い

釘
付
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

た
事
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
と
共
に
、
生
活
基
盤
を
奪
わ
れ

た
多
数
の
皆
様
が
厳
し
い
寒
さ
を
乗
り
越

え
、
一
日
も
早
い
復
旧
の
道
が
切
り
開
か

れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

締
め
く
く
り
に
、
ど
う
か
こ
の
一
年
が

皆
様
に
と
っ
て「
昇
龍
」の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
加
え
て
、
地

区
公
民
館
活
動
が
更
に
前
進
で
き
ま
す
よ

う
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

（
編
集
委
員
長　

百
瀬　

宏
）

編集
後記

区 世帯数 男 女 計

原新田 1,892 2,017 1,958 3,975

堅　石 1,046 1,279 1,302 2,581

郷　原 702 748 732 1,480

野　村 2,801 2,936 2,649 5,585

計 6,441 6,980 6,641 13,621

塩尻市 28,898 32,852 32,738 65,590

世 帯 数 と 人 口
（令和６年２月１日現在）
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